
iSeeding

オリジナル製品︓”iStraw®”、”エムビジブルストロー®” & ”志村式Birthガイド″
（株）機能性ペプチド研究所製品の販売代理店

有限会社iSeeding代表の小島敏之です。本日はランチョンセミナーに代わる
企業セミナーということで、日本胚移植技術研究会として初めての試みです。
実は昨年から要望していたのですが、広島県大会では会場内が飲食禁止とい
うことで却下されましたが、愛知県大会の事務局はランチョンセミナーを前
提で会場探しをしていただきました。展⽰ブースは、群⾺、⻑野、広島と3回
連続で開設してきましたが、ランチョンセミナーで弊社オリジナル製品と
サービスだけでなく、ポリシーを会場にお越しの皆様に直接お⽰ししたいと
願っていましたので、今回それが叶ってとてもハッピーな気持ちです。では、
始めます。

1



2024 DRC Report （IETS）和訳版 日本胚移植技術研究会ウェブサイトより 翻訳︓⼩島、橋⾕⽥

世界の
牛体内受精卵
の採取ならびに
移植の状況

IETS傘下のDRC（データ検索委員会）が毎年発表している世界の家畜種にお
ける胚移植の状況調査の最新版（2024年）が発表されました。ちなみにわが
国は2017年以降、データを報告していません。この表は、牛体内受精卵の採
取と移植の状況です。
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世界の
牛体外受精卵
の生産の状況︓
OPUと
⾷⾁処理場由来

2024 DRC Report （IETS）和訳版 日本胚移植技術研究会ウェブサイトより 翻訳︓⼩島、橋⾕⽥

牛体外受精卵の生産の状況です。OPU由来と食肉処理場由来を分けています。
牛体外受精卵の生産が前の表と比べて一桁多いです。
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DRC Reportの見出し：
世界中で200万個以上の牛体外受精卵が生産され、
これは牛体内受精卵の7倍以上に相当する

世界の
牛体外受精卵
の移植の状況

2024 DRC Report （IETS）和訳版 日本胚移植技術研究会ウェブサイトより 翻訳︓⼩島、橋⾕⽥

この表は、牛体外受精卵の移植の状況です。最初のスライドのTable５と比べ
ると、移植数でも牛体外受精卵が牛体内受精卵を大きく上回っています。
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令和5年次（速報値）令和4年次（確定値）
精液の品種雌の品種 受胎率(%)延頭数(頭)受胎率(%)延頭数(頭)

46.4335,77746.5363,551乳用種(通常)

乳用種 46.7191,28147.4169,931乳用種(選別)
49.6260,99850.4268,006肉用種
55.1174,08152.0278,945肉用種肉用種

表１．
人工授
精によ
る受胎
率

出典︓
「全国規
模の受胎
率調査〜
令和４お
よび5年
次(2022, 

2023）の
延べ頭数
受胎率」．
濱野晴三．
畜産技術
2026年1
月号52-
55．

令和5年次（速報値）令和4年次（確定値）

受精卵の品種
レシピエ
ントの品

種
受胎率(%)延頭数(頭)受胎率(%)延頭数(頭)

46.33,39747.03,949乳用種
乳用種 49.037,30451.049,578肉用種

47.011,03443.714,204肉用種肉用種

表２．
体内受
精卵の
移植に
よる受
胎率

令和5年次（速報値）令和4年次（確定値）

受精卵の品種
レシピエ
ントの品

種
受胎率(%)延頭数(頭)受胎率(%)延頭数(頭)

39.62.37939.51,415乳用種
乳用種 38.822,31641.018,558肉用種

39.62,35340.51,625肉用種肉用種

表３．
体外受
精卵の
移植に
よる受
胎率

こちらは、2022年と2023年のわが国の牛における人工授精、体内受精卵移植、
体外受精卵移植の延べ頭数受胎率を表しています。IETSのDRCによる調査で
は受胎率を調査対象外です。一方、わが国では受精卵の生産状況のデータは
収集していません。両方揃うのが理想的だと思いますが、どちらも牛胚移植
の状況は把握できるようです。ここでは、体内受精卵移植と体外受精卵移植
の延べ頭数に注目してください。
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わが国においては、移植頭数のみからの計算であるが、

令和4年(2022年)と令和5年(2023年)に受精卵移植された頭数のうち

体外受精卵が占める割合は、2022年の24.2%から2023年の34.3%に増加している。

繁殖全体に占める人工授精、体内受精卵移植、体外受精卵移植の頭数割合は、

2022年がそれぞれ 92.4%、5.8%、1.8%、

2023年がそれぞれ 92.4%、5.0%、2.6%であった。

先のスライドから、わが国でも体外受精卵を移植された頭数の割合は、体内
受精卵を移植された頭数には及ばないものの、その割合は増加傾向を⽰して
いることがわかります。
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令和5年次（速報値）令和4年次（確定値）
精液の品種雌の品種 受胎率(%)延頭数(頭)受胎率(%)延頭数(頭)

46.4335,77746.5363,551乳用種(通常)

乳用種 46.7191,28147.4169,931乳用種(選別)
49.6260,99850.4268,006肉用種
55.1174,08152.0278,945肉用種肉用種

表１．
人工授
精によ
る受胎
率

出典︓
「全国規
模の受胎
率調査〜
令和４お
よび5年
次(2022, 

2023）の
延べ頭数
受胎率」．
濱野晴三．
畜産技術
2026年1
月号52-
55．

令和5年次（速報値）令和4年次（確定値）

受精卵の品種
レシピエ
ントの品

種
受胎率(%)延頭数(頭)受胎率(%)延頭数(頭)

46.33,39747.03,949乳用種
乳用種 49.037,30451.049,578肉用種

47.011,03443.714,204肉用種肉用種

表２．
体内受
精卵の
移植に
よる受
胎率

令和5年次（速報値）令和4年次（確定値）

受精卵の品種
レシピエ
ントの品

種
受胎率(%)延頭数(頭)受胎率(%)延頭数(頭)

39.62.37939.51,415乳用種
乳用種 38.822,31641.018,558肉用種

39.62,35340.51,625肉用種肉用種

表３．
体外受
精卵の
移植に
よる受
胎率

こちらは2つ前のスライドと同じですが、延べ頭数受胎率に注目してください。
延べ頭数受胎率は、受胎性の評価を授精（あるいは移植）回数比率で表して
おり、他の地域の成績と比較するのに適しています。この表によると、人工
授精と体内受精卵移植の延べ頭数受胎率はほぼ同等で、それらに比べて体外
受精卵移植の延べ頭数受胎率は若干低いと言えます。これらの成績、とくに
人工授精と体内受精卵移植の延べ頭数受胎率は、ここ数十年大きくは改善し
ておらず、停滞していると言えるのではないかと思います。
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⾼受胎率を⽰す農場や事業所は、特別な技術を使っているのか︖、⺟体が妊娠できる状態の⽜を多く
抱えている（⾒極めている）、あるいはそういう状態になるように管理・指導しているのか︖

このスライドは、以前、家畜改良事業団が調査して公表していたETチャレン
ジ50の成績です。この調査は、受精卵移植による受胎率を押し上げる試みと
して実施てきましたが、今は行われていません。この年の上位12位までは
60%を超え、最も高い所では80%を超えています。調査はされていませんが、
この状況は現在も同じではないかと推測されます。
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牛群検定から見る現場に役立つ繁殖情報（その4）
−分娩後の初回授精⽇数について−
（一社）家畜改良事業団 情報分析センター首席専門役 相原 光夫氏

受胎率も
左図の初回授精⽇数と同様、
平均値よりも
高い受胎率を示すところ
もあれば、
平均値よりも
低い受胎率を示すところ
が多数あり、
平均値を押し下げている？初回授精⽇数

このスライドの左側のグラフは、分娩間隔のグラフによく似ていますが、初
回授精日数のグラフです。似ているということは、分娩間隔を規定する大き
な要因は初回授精日数であることを⽰しています。ただ、ここでこのグラフ
を引用したのは、別の理由からです。矢印の右に記載しましたが、受胎率も
初回授精日数（分娩間隔）と同様、低い受胎率を記録している事業所が多数
あり、平均値を押し下げているのではないかと言うことです。ひとつ前のス
ライドでのETチャレンジ50と対比しての考察です。
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一般的に、⽜飼養農家の繁殖状況を診断をする際、受胎率のみではその実態を把握するのは難しく、

授精実施率を加味した妊娠率（＝授精実施率*×受胎率）を評価する必要があるとされている。

授精実施率（胚移植の場合は移植実施率、テキストでは発情発⾒率としている場合もある）には、

初回授精を確実に⾏う、歩数計等の導⼊による発情発⾒、適切なプログラム授精、PAG検査による不受胎⽜の早期

摘発などの繁殖関連の技術開発が貢献している割合が⾼い。

受胎率には、⽜の健康度の外、凍結精液の適正な融解、胚の取り扱い（IVF技術、凍結保存技術、胚評価技術等）、

授精適期・同期化程度の判断、衛⽣的で確実な授精・胚移植技術などヒューマンファクターが関与する割合が⾼い。

⇒ 前表から、全国平均受胎率は⻑年にわたって変わっていない!?

⇒ 妊娠率を上げるには、受胎率を上げるためのヒューマンファクターに着目した技術開発がもっと必要︕

技術開発の指針

まとめです。農家の繁殖が回っているかどうかの指標のひとつに妊娠率があ
りますが、これは授精実施率（あるいは移植実施率；テキストでは発情発見
率と）×受胎率で計算されます。ここにあるように授精実施率の向上には、
繁殖関連新技術が貢献していますが、受胎率は、どちらかというとヒトが関
わる部分が多いと考えられます。したがって、妊娠率を上げるには、受胎率
を上げるためのヒューマンファクターに着目した技術開発を重視する必要が
あると考えられます（私見ですが・・・）・
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結果内容要因

ヒューマンエラーが認識さ
れず潜在化する．

ミスした本人が認識していない．
または本人でミスを修復してい
るため周囲が認識できない．

認識の欠如

ヒューマンエラーが定義さ
れず放置状態となる．

スポット作業なので「標準」を
設けずに作業を続ける．標準の欠如

作業者の解釈に依存するた
め、ヒューマンエラーが多
様化する．

標準を順守する目的や指示内容
が曖昧、NGの定義が不明確標準の不備

ヒューマンエラーを回避す
ることが難しくなる．

作業者への教育・訓練が不足す
ると同時に適正判断が困難であ
る．

教育・訓練、適正の
不足

＊手動植氷時にヒューマンエラーが起る要因
手動植氷作業に伴うヒューマンエラー4つの要因 & 考えられる影響
．

※「標準」︓液体窒素に何秒間浸漬した⾦属（例えば、ピンセット）をストロー外壁のどの部分に何秒間、ど
の程度の⼒で触れるかについての標準のこと

牛受精卵の凍結保存、なかでもﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌﾘｰｻﾞｰを使用する緩慢凍結法で欠かす
ことができない作業に植氷があります。一般的には、手動による植氷が行わ
れていますが、この作業はヒューマンファクターが介在する故に、ヒューマ
ンエラーが起こる確率が非常に高いと考えられます。ヒューマンエラーが起
こる要因4つとその結果を⽰しました。
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Ex. ⼈⼯授精講習会と受精卵移植講習会（体内＆体外）の重点的指導内容の⾒直し
技術者再教育
ツールの開発

弊社、iSeedingの技術開発の指針として、「技術の属人化から技術の標準化
へ」を掲げています。例えば、講習会の重点的指導内容の見直し、技術者再
教育も必要だと思いますが、iSeedingとしては技術の標準化を可能にする
ツールを開発することを目標にしています。
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その代表的なものが、自動植氷機能を内蔵したiStraw®です。
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iSeeding

14


